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消
防
職
員
の
人
員
不
足
は

議
員　
安
心
・
安
全
の
町
づ
く
り

を
提
唱
す
る
な
ら
ば
、
職
員
の

増
加
を
。

消
防
広
域
基
本
計
画
を
み
て

町
長　
富
山
県
の
消
防
広
域
基
本

計
画
が
制
定
さ
れ
る
の
を
見
て

検
討
す
る
。

「
愛
国
心
」
は

議
員　
「
愛
国
心
」
に
つ
い
て
の

認
識
は
。

誰
も
が
持
つ「
国
を
愛
す
る
心
」

町
長　
「
人
、
郷
土
、
自
然
、
国

を
愛
す
る
心
」
は
誰
も
が
持
ち

合
わ
せ
て
い
る
。
個
人
の
内
心

に
も
立
ち
入
る
こ
と
な
の
で
、

国
政
の
場
で
十
分
な
論
議
を
尽

く
し
て
ほ
し
い
。

国
旗
・
国
歌
に
関
す
る
指
導
は

議
員　
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
は
、

国
旗
・
国
歌
に
対
す
る
そ
の
意

義
を
理
解
し
て
い
る
の
か
。

意
義
を
踏
ま
え
た
指
導
を
す
る

教
育
課
長　
学
習
指
導
要
領
の
主

旨
を
踏
ま
え
、
各
学
校
で
の
入

学
式
や
卒
業
式
等
に
お
い
て
、

国
旗
掲
揚
及
び
国
家
斉
唱
を
適

切
に
実
施
し
た
い
。

「
富
山
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」は

議
員　
「
地
域
密
着
、
小
規
模
、
多

機
能
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
、

「
富
山
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

今
後
も
支
援

健
康
福
祉
課
長　
幼
児
か
ら
高
齢

者
、
そ
し
て
障
害
の
あ
る
方
ま

で
が
、
家
族
的
な
雰
囲
気
の
中

で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
今
後
も
支
援
し
て
い

き
た
い
。

集
中
改
革
プ
ラ
ン

議
員　
国
の
職
員
削
減
目
標
は
22

年
ま
で
４・５
％
、
立
山
町
は
５・

１
％
、
具
体
的
な
計
画
は
。

計
画
的
に
推
進

町
長　
平
成
８
年
に
3
4
8
名
い

た
職
員
を
17
年
に
3
0
5
名
の

削
減
目
標
に
し
て
い
た
が
、
16

年
度
に
達
成
し
た
。
現
在

2
9
6
名
を
22
年
ま
で
2
8
0

名
と
す
る
予
定
だ
が
、
職
種
や

年
齢
を
考
慮
し
、
計
画
的
に
職

員
の
採
用
を
考
え
る
。

経
費
節
減
を

議
員　
近
隣
の
市
や
町
と
比
較
し

て
調
理
場
や
保
育
所
の
経
費
負

担
が
多
い
。
今
後
の
保
育
ニ
ー

ズ
や
出
生
率
を
考
え
、
ど
の
よ

う
な
効
率
的
効
果
的
な
運
営
を

目
指
す
の
か
。

効
率
的
な
運
営
に
努
力

町
長　
滑
川
市
の
共
同
調
理
場
と

比
較
す
る
と
、
職
員
数
と
人
件

費
が
突
出
し
て
い
る
、
今
後
退

職
等
も
考
慮
し
、
８
次
総
合
計

画
の
中
で
検
討
す
る
。

　

保
育
所
の
運
営
経
費
の
比
較

判
断
は
難
し
い
が
、
効
果
の
上

が
る
効
率
的
な
統
合
や
民
営
化

な
ど
に
努
力
し
て
い
く
。

三
位
一
体
改
革
の
影
響
は

議
員　
国
庫
補
助
金
、
税
源
移
譲
、

地
方
交
付
税
の
町
へ
の
影
響
は
。

町
長　
３
年
で
補
助
金
約
２
億
円

減
、
主
な
も
の
と
し
て
児
童
措

置
費
１
億
6
5
0
0
万
円
。
地

方
交
付
税
は
６
億
1
9
0
0
万

円
削
減
。
税
源
移
譲
は
、
譲
与

税
で
今
年
２
億
3
7
0
0
万
円

増
、
19
年
度
は
、
個
人
町
民
税

で
3
億
円
増
加
を
見
込
ん
で

い
る
。
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農
道
の
改
良
・
新
設
を

議
員　
自
然
ふ
れ
あ
い
館
か
ら
虫

谷
間
の
農
道
改
良
及
び
新
設
は
。

国
の
補
助
事
業
で
検
討

町
長　
こ
の
道
路
は
農
作
業
用
の

農
道
、
ま
た
は
虫
谷
地
区
か
ら

地
区
外
へ
の
緊
急
的
な
迂
回
路

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。
3
6
0
ｍ
は

未
整
備
で
あ
る
。
国
の
補
助
事

業
で
実
施
で
き
な
い
か
、
検
討

し
た
い
。

ダ
ム
の
安
全
は

議
員　
白
岩
川
ダ
ム
の
安
全
、
安

心
度
は
。

構
造
的
に
問
題
な
し

建
設
課
長　
白
岩
川
ダ
ム
は
、
昭

和
27
年
の
洪
水
被
害（
床
下
浸

水
3
6
0
0
戸
、
農
地
水
害

1
6
0
0
ha
な
ど
の
災
害
）を

踏
ま
え
て
多
目
的
ダ
ム
と
し
て

富
山
県
が
建
設
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
下
流
域
の

洪
水
被
害
が
大
き
く
軽
減
さ
れ

る
と
と
も
に
、約
6
0
4
ha
の
耕

地
に
対
す
る
か
ん
が
い
用
水
の

渇
水
補
給
の
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
ダ
ム
本
体
の
耐
震
強
度
・

耐
震
構
造
に
対
す
る
安
全
対
策

は
、
技
術
的
・
構
造
的
に
万
全

で
問
題
が
な
い
。

体
験
農
業
は

議
員　
体
験
農
業
の
推
進
は
。

さ
ら
に
進
め
た
い

産
業
観
光
課
長　
体
験
農
業
は
虫

谷
集
落
に
お
い
て
平
成
16
年
度

か
ら
始
め
ら
れ
て
い
る
。
虫
谷

稲
作
交
流
会
に
よ
る
「
立
山
の

里
で
美
味
米
作
り
体
験
」、
ま
た
、

昨
年
度
は
愛
知
県
の
中
学
生
１

２
０
名
が
自
然
ふ
れ
あ
い
館
や

城
前
牧
場
で
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘

り
や
カ
ブ
ト
ム
シ
の
飼
育
作
業
・

そ
ば
の
収
穫
・
ワ
ラ
ビ
取
り
な

ど
を
行
な
い
、
大
変
好
評
で
あ

っ
た
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
農

業
体
験
を
さ
ら
に
進
め
て
ま
い

り
た
い
。

広
告
事
業
推
進
の
考
え
は

議
員　
財
源
確
保
の
た
め
に
町
の

広
告
事
業
の
推
進
は
。

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で町

長　
財
源
確
保
の
一
助
と
な
る

こ
と
か
ら
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
・
庁
舎
の
壁
面
な
ど
を

活
用
し
、
廉
価
な
広
告
枠
の
提

供
に
よ
り
、
地
元
企
業
振
興
な

ど
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
今
後
、
担
当
窓
口
の
一

本
化
や
規
格
の
統
一
、
広
告
代

理
店
と
の
連
携
な
ど
も
検
討
し
、

住
民
の
皆
様
に
不
快
感
を
与
え

な
い
よ
う
に
取
り
組
み
た
い
。

団
塊
世
代
を
ど
う
活
か
す

議
員　
団
塊
の
世
代
が
定
年
退
職

と
な
っ
た
時
、
そ
の
人
々
の
知

識
や
経
験
、
活
力
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

楽
し
く
活
躍
で
き
る
場
を

町
長　
現
在
の
立
山
町
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
を
、
誰
も
が
利
用
し

易
い
場
所
に
整
備
す
る
こ
と
。

ま
た
、
大
日
町
老
人
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
の
よ
う
に
、
既
存
の

公
的
施
設
を
活
用
し
て
の
各
種

生
き
が
い
対
策
事
業
等
が
、
団

塊
の
世
代
に
と
っ
て
楽
し
く
活

躍
で
き
る
魅
力
的
な
場
と
な
る

よ
う
、
そ
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

子
ど
も
の
事
故
対
策
は

議
員　
子
ど
も
を
不
慮
の
事
故
か

ら
守
る
方
策
は
。

子
ど
も
の
目
線
で

健
康
福
祉
課
長　
２
ヶ
月
訪
問
や

４
ヶ
月
健
診
で
「
事
故
防
止
の

必
要
性
」
及
び
「
事
故
防
止
の

ポ
イ
ン
ト
」
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
使
用
し
た
指
導
を
行
っ
た
り
、

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
や
子
育
て
サ

ロ
ン
で
事
故
防
止
の
講
演
会
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
は
視
野
体

験
メ
ガ
ネ
を
取
り
入
れ
た
体
験

指
導
の
実

施
な
ど
、

「
子
ど
も

の
目
線
」

に
た
っ
た

事
故
防
止

対
策
に
も

努
め
た
い
。


